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1. I怠け る権利」 と 物乞いの あ い だに
.I怠惰」 と非労働








ながらポール・ラファルグは『怠ける権利j 1) を発表す る (1 880年) 0 ~共産党宣言』以来の重
要な政治文書といわれることもあるこの小冊子は速やかに多数のヨーロッパ言語に翻訳され，
多くの読者を獲得した 2L表題が雄弁に物語っているように，このパンフレットの政治的訴求
力は資本主義社会を糾弾する痛烈なその修辞のなかにある。怠惰を求める権利 ( dro it ala
paresse) 。 こ の言葉に は， し か し ， たん な る政治扇動の修辞 と は異な る意味を読み取 ら な け れ








































































































































































































































































なわちマルシュのいう「職業的失業」には含まれな ~ \ o
2 ， 一般的原因。 こ こ か ら生 じ る失業は 「強い ら れた失業Cch6mage fore の 」 と 呼ばれ る 。
これはさらに「労働者が長きにわたって'慣れており，ほとんど確実にまたやってくることを予
見」することのできる「定常失業 Cch6mage normaDJ と 「偶発的状況」 な ど に よ る 「非定











者の意志にもとづくあらゆる行為とはほぼ間違いなく無関係J 26)で あ り ， 労働の欠如を人間の
個体性の水準とは別の水準に位置づけることになる。
ところで，こうした志向は， r産業恐慌時にお け る非自発的失業の帰結を緩和」 し 労働を保
護する必要性を主張して失業問題を国家的問題として取り上げさせたオーギュスト・クーフェ
ル (Auguste Keufer , 1851-1924) の考え方 と重な り 合い， 全体の方針を水路づける。 ク ー フ ェ
ルによれば「予見可能性 (prevoyance) J と そ の予見の主体の水準にお う じ て失業を取 り 扱わ
なければならなし \ 0 1，労働者個人の水準での「個人的予見Jo 2， 企業や労働組合な ど の職業



















なものの測定J 28) を行 う 必要があ る のだ。 マ ル シ ュ は 3 つ の指標を考察にのせ る 。 ま ず現在で





に失業したことのある人びとの百分率 (pourcentage despersonnesayantchδme pendant
























病気による失業 2 . 5%









して物価を示すグラフの最小値と一致」しており， I失業は大多数の職業に お い て ほ と ん ど同


































































1906 年10 月2 日 ミ ラ ノ 。 人道協会の主催で 「国際失業対策会議CCongres international
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会議の実質的な組織者アレッサンドロ・スキアヴィ (Alessandro Schiavi) は ， 参加者全体











































4 年後にふた たび失業にかか る国際会議がパ リ で聞かれな ければな ら な いの は ミ ラ ノ 会議の紛
糾の理論的賭金が重大だったからにほかならな t \ o
失業の原因をめぐる議論を見てみよう。スキアヴィが読みあげた開会演説によれば，失業に













































促されるが， I失業者の労働放棄は ほ と ん ど全体的に非自発的であ り ， そ れ を彼の生活向上の








































































がつねに低い水準にあるせいというよりは，賃金の不規則性のせいである J 55)0 い い換え る な











































1910 年9 月18 日 パ リ ， ソ ル ボ ン ヌ 。 議長 レ オ ン ・ フ、、 ル ジ ョ ワ の開会演説を も っ て 「国際失










































































のである J 68)。 そ し て労働斡旋の組織化はそ う し た基礎的統計を提供す る 強力 な装置へ と 発展
していくことになるだろう。すでに他に先駆けて事業の進んでいるベルギー，スイス，ドイツ，
イギリスの事例が参照され， I他の し 、 かな る措置に も先行 し ， …… あ ら ゆ る 有効 な失業対策の
























































ヴァルレとともにパリ会議を組織したマックス・ラザール (Max Lazard , 1875-1953) は ，
パリ会議の前年1909年に博士論文『失業と職業』を公刊してし喝。これは奇しくもウィリアム・
























逸」してしまうことにある 78)0 I いかな る産業の正常状態 も ， そ の産業内で同時に雇用 で き る





告書のなかで，仕事が完全に失われる「完全失業 Cch6mage complet)J に た い し 「部分失業
Cch6magepartiel)J と い う 概念、を立てて労働量そ の も のを把握す る必要を訴え， 労働時間の
統計を作成するよう提唱しているのは 81)，同じ視点に立つ考えである O
ょうするに労働市場の効率的な組織化ということに尽きるのだが，より厳密にいえばその組
織化の真の標的は「不定労働 Ccasual labour)J であ り ， し たが っ て労働斡旋 と は， い い換え
れば「正規雇用化 Cde-casuali sat ion) J の こ と であ る 。 労働が摩擦に よ っ て散逸 し て し ま う と
いうのは労働が不安定で不規則であるということに他ならないのである O労働斡旋とはしたがっ
て国民経済の効率的な組織化であると同時に，むしろそれ以上に人間の生活の組織化ないし
正規化 Cregularisation) を 目 指す も の で も あ っ た 。 運営主体につ い て対立があ る と は い え
労働斡旋の方式について世界的なモデ、ルを提出したベヴァリジにとって，失業とは不安定さ
Ccasua l) ， 不規則 さCiregular) の問題であ っ た。 い ま や， たん に欠如が問題視 さ れ る の で は
な l 'oどのような欠如なのか，あるいはどのような充実(労働)なのか，ということが重要で
ある o I時ど き仕事がえ ら れ る と い う ただそ れだけで港湾や工場の戸口の あ た り でぶ ら ぶ ら待
つ」とか「時どき仕事を見つけることのできる方法だからというただそれだけで街路をほっつ








理論の仮説に適合させる」ことであって， I正規雇用化の 目標は， 半端に雇用 さ れた 1000 人 の




















各失業係数の最大値と最小値の差を測ると， 0.5 以下に全職業102の う ち の約38 %，全労働者
人口の約 66 %が収まる。これを 0 . 75以下にまで広げると，職業の数では約 70 %，人口では
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